
●資料⑨実施隊発足式【平成３１年４月１１日】
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●資料⑩【ＪＡ富里市による資器材等の寄贈】
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ＪＡ富里市より、ユニットハウス、小型箱罠、電気柵が寄贈されました。ユニット
ハウスは、隊員の詰所としての利用の他、イノシシ解体を行う重要な施設として
利用されています。



●資料⑪【JA富里市広報による鳥獣害情報提供】
※ＪＡ富里市広報に毎月、鳥獣害情報を掲載。組合員に対して周知するととも
に、被害状況などの情報提供の呼びかけを行っています。
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●資料⑫【富里市広報による実施隊紹介】
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●資料⑬【野菜残渣に対する啓発チラシ】
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●資料⑭【農業者向けマニュアル冊子（資料抜粋）】
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●資料⑮ 新聞掲載記事
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①読売新聞 ②東京新聞



●資料⑯【隊員統一のユニフォーム等】
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●資料⑰【視察受入・講師依頼実績】

〇視察受入

令和２年７月６日 アライグマ・ハクビシン対策現地視察

千葉県環境生活部自然保護課

〇講師依頼【富里市有害鳥獣被害防止対策協議会事務局：経済環境部農政課 金親佑樹】

テーマ：防災意識を基盤とした実施隊運営と体制づくり

令和２年１０月１３日 令和２年度印旛地域野生鳥獣対策連絡会議

令和２年１２月 １日 令和２年度野生鳥獣管理指導者研修会

令和２年１２月 ９日 令和２年度山武地域野生鳥獣対策会議

令和３年 ５月２５日 ナイスポーク千葉推進協議会

その他：ＪＡ富里市青年部、養豚部会、富里市農業士会、富里市農業連
絡協議会他
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今後の方針等について

●農協の集荷場を基準とし、４支部に分け実施隊員を配置
する。【富里市隊員配置計画】
●現在、南部地域においては、隊員の配置並びに地域ぐる
みの活動が盛んに行われているが、他地区においても同
様の活動が行えるよう支援していく。
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●まとめ
①防災対策を鳥獣害対策におきかえて、対策を推進していく。

②被害が深刻になる前に、スピード感を持って対応にあたる意識。

◎実施隊運営で意識していること

楽しく被害対策にあたることをモットーに、２０代～７０代までの農業従事者が
鳥獣害対策を通して互いに協力し合い交流する中で、世代を超えた連携がうま
れ、富里市農業全体の底上げになることを意識している。

◎行政として意識していること

「被害（問題）が深刻化してから対処しては遅いという意識が、鳥獣害対策を含
め、地域が抱える様々な問題に対して持つべき重要な要素である」ということを
常に意識しています。

★富里市の鳥獣被害対策に関する経過等、詳細につきましては、農林
水産省ＨＰ、令和元年度鳥獣被害対策基盤支援事業における、新たな
被害防止対策手法に関する調査事例にて紹介されておりますので、当
資料とあわせてご覧いただければ幸いです。
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